
震
災
後
日
本
の
製
造
業
の
電
気
料
金
は
最
大

38
％
も
上
昇
し
１
兆
円
増
え
た
。こ
の
金
額
を
人

件
費
に
回
せ
ば
３
％
の
賃
上
げ
が
可
能
だ
っ
た

が
、実
際
は
燃
料
費
と
し
て
海
外
に
流
出
し
た
。

「
経
済
成
長
は
も
う
い
ら
な
い
」と
語
る
評
論
家
が

い
る
が
、日
本
人
の
多
く
は
経
済
成
長
を
必
要
と

し
て
い
る
し
、経
済
成
長
は
電
気
代
と
大
き
な
関

係
が
あ
る
。電
気
代
が
下
が
ら
な
い
と
、私
た
ち

の
暮
ら
し
も
よ
く
な
ら
な
い
。

い
ま
日
本
人
は
あ
ま
り
幸
福
で
は
な
い
。国
連

の
幸
福
度
の
調
査
で
日
本
は
46
位
と
台
湾
や
韓
国

と
同
じ
程
度
だ
。
１
人
当
た
り
G
D
P
は

1
9
9
4
年
に
世
界
第
2
位
だ
っ
た
が
、バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
失
わ
れ
た
20
年
間
、ま
っ
た
く
成
長
せ

ず
、い
ま
は
世
界
24
位（
I
M
F
統
計
）に
な
っ
た
。

給
料
の
ピ
ー
ク
は
1
9
9
7
年
。当
時
1
千
５

百
万
人
い
た
製
造
業
従
事
者
が
今
は
１
千
万
人
。

2
0
0
2
年
か
ら
で
も
製
造
業
で
は
２
百
万
人
の

雇
用
が
失
わ
れ
、建
設
業
は
百
万
人
を
失
っ
た
。

こ
の
雇
用
は
４
百
万
人
の
雇
用
が
増
え
た
医
療
福

祉
介
護
業
界
が
吸
収
し
た
。平
均
給
与
の
高
い
製

造
業
で
働
く
人
が
減
り
、平
均
給
与
が
安
い
業
界

に
流
れ
て
い
る
か
ら
、日
本
人
の
１
人
当
た
り

G
D
P
が
下
が
り
、平
均
給
与
も
下
が
っ
て
い
る
。

最
新
の
生
活
実
感
の
調
査
で
は
61
％
が「
生
活
が

苦
し
い
」と
回
答
し
て
い
る
。

日
本
の
製
造
業
は“
失
わ
れ
た
20
年
間
で
設
備

と
研
究
開
発
投
資
を
削
減
し
力
を
失
っ
た
。日
本

は
観
光
や
医
療
福
祉
介
護
で
稼
ぐ
よ
り
、一
人
当

た
り
G
D
P
の
大
き
い
製
造
業
で
稼
が
な
い
と
賃

金
が
増
え
ず
、生
活
は
豊
か
に
な
ら
な
い
。そ
こ

で
重
要
な
の
が
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
コ
ス
ト
だ
。

各
国
が
送
電
線
で
つ
な
が
っ
て
い
る
E
U
よ

り
、日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
大
き
な
懸

念
を
持
つ
。1
9
7
3
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で

は
徳
島
県
出
身
の
政
治
家
、三
木
武
夫
が
特
使
と

し
て
産
油
国
に
赴
い
た
結
果
、原
油
の
輸
出
は
継

続
し
た
。E
U
は
ロ
シ
ア
か
ら
天
然
ガ
ス
を
輸
入

し
て
い
る
が
、過
去
供
給
の
中
断
を
経
験
し
て
い

る
。そ
の
た
め
に
液
化
天
然
ガ
ス
の
受
け
入
れ
基

地
を
建
設
し
、供
給
を
分
散
し
て
い
る
。こ
れ
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
だ
。

地
球
の
温
暖
化
の
問
題
点
は
、最
貧
国
の
人
々

が
被
害
を
被
る
こ
と
だ
。１
日
1
0
0
円
以
下
で

暮
ら
す
人
は
十
億
人
。電
気
の
な
い
生
活
を
す
る

人
は
十
数
億
人
。海
面
上
昇
や
気
候
変
動
に
よ
る

最
貧
国
の
農
業
な
ど
へ
の
広
範
囲
の
影
響
を
考
慮

す
る
と
、対
策
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。そ
こ
で

「
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子
力
と
で
温
室
効
果
ガ

ス
、CO²
を
削
減
し
よ
う
」と
い
う
の
が
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
関
の
出
す
目
標
値
だ
。

基調
講演

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
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エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が

増
え
る
中
、
安
定
供
給
の
確
保
を
基
本
と
し
て
、

環
境
負
荷
低
減
な
ど
様
々
な
要
請
に
対
応
し
て

講
じ
ら
れ
て
き
た
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
の
変
化
が
出
て
き
て
い
る
。
原
子
力
発
電

所
が
停
止
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
海
外
か
ら
の

化
石
燃
料
に
頼
っ
て
お
り
、
そ
の
依
存
度
は
過
去

最
高
の
水
準
に
あ
る
。
ま
た
、
化
石
燃
料
へ
の
依

存
度
が
高
ま
っ
た
結
果
、
貿
易
収
支
、
経
常
収
支

が
悪
化
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
し
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
増
加
な
ど
の
影
響
が
出
て
い
る
。
あ
わ

せ
て
、
電
気
代
の
値
上
が
り
に
よ
り
、
産
業
部
門

で
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
に
よ
れ
ば
、
海
外
移
転
や
廃
業
等
を
真
剣
に

検
討
す
る
企
業
も
出
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
日
本
は
、
世

界
で
最
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
ん
で
き
た

国
で
あ
る
が
、
更
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取

組
を
進
め
て
い
る
。
産
業
部
門
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
効
率
化
を
、
家
庭
・
業
務
部
門
で
も
、
省
エ

ネ
の
取
組
を
住
宅
・
ビ
ル
な
ど
の
建
築
物
の
分

野
で
も
推
進
す
べ
く
、
ゼ
ロ
エ
ネ
住
宅
、
ゼ
ロ

エ
ネ
ビ
ル
の
普
及
な
ど
進
め
る
。
一
方
、
更
な

る
省
エ
ネ
を
進
め
る
た
め
に
は
、
大
き
な
努
力

が
必
要
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
高
効
率
石
炭
火
力

の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
た
な
課
題

も
生
ま
れ
て
い
る
。
今
後
、
導
入
拡
大
が
期
待

さ
れ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
固
定

価
格
買
取
制
度
が
開
始
し
、
急
速
に
太
陽
光
を

中
心
に
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
、
他
方
、
賦
課

金
が
増
加
し
、
国
民
負
担
へ
の
課
題
が
あ
る
。

石
炭
火
力
は
、
安
定
供
給
や
経
済
性
に
は
優
れ

て
い
る
が
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
大
き

い
の
が
問
題
点
。
高
効

率
石
炭
火
力
発
電
所
の

建
設
が
進
め
ら
れ
、
更

な
る
高
効
率
化
に
よ
り

低
炭
素
化
の
実
現
に
向

け
た
取
組
も
行
う
な
ど
、

環
境
負
荷
を
低
減
し
つ

つ
石
炭
火
力
を
活
用
し

て
い
く
。

原
子
力
発
電
は
、
安
全

性
は
最
優
先
し
、
原
子
力

規
制
委
員
会
に
よ
り
新
規

制
基
準
に
適
合
す
る
と
認

め
ら
れ
た
発
電
は
、
再
稼

働
を
進
め
て
い
く
方
針
。

現
在
、
四
国
電
力
（
株
）

管
内
で
は
本
年
8
月
に
伊

方
発
電
所
３
号
機
が
再
稼

働
し
て
い
る
。

再
エ
ネ
大
国
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
風
の
強
い
夜

間
に
発
電
す
る
が
夜
の
電
力
需
要
は
少
な
く
ド

イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
金
を

払
っ
て
輸
出
す
る
こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
デ
ン

マ
ー
ク
は
家
庭
用
電
気
代
が
世
界
で
一
番
高
く
、

日
本
の
1.5
倍
ほ
ど
。「
2
0
2
4
年
ま
で
に

1
0
0
％
再
エ
ネ
」を
掲
げ
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
は
今
年
７
月
に
政
策
を
大
転
換
、
原
発
を
続

行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
世
界
で
２
番
目
に
電

気
代
が
高
い
ド
イ
ツ
は
、
標
準
家
庭
で
年
間
約

３
万
円
も
の
再
エ
ネ
負
担
金
が
あ
る
。
さ
ら
に

再
エ
ネ
は
供
給
を
安
定
化
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
コ
ス
ト
が
か
か
る
。「
世
界
は
脱
原
発
の
流
れ
」

と
言
う
評
論
家
は
、
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
。

世
界
で
は
原
発
は
増
え
て
い
く
。

福
島
の
事
故
以
降
、
世
界
は
ど
う
変
わ
っ
た

か
。
B
B
C
の
調
査
で
は「
原
発
を
新
設
す
べ

き
」と
い
う
意
見
が
イ
ギ
リ
ス
で
増
え
、
ア
メ
リ

カ
で
は
事
故
前
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ

ス
は「
温
暖
化
対
策
に
原
発
は
必
要
だ
」と
い
う

考
え
方
で
、事
故
の
リ
ス
ク
よ
り
原
発
の
メ
リ
ッ

ト
が
多
い
と
考
え
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
自
衛

の
た
め
の
銃
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
、「
原
発
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
必
要
だ
」と
信
じ
、「
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
守
り
た
い
」と
い
う
考
え
を

持
つ
国
民
が
多
い
。

私
は
、
浜
岡
原
発
の
あ
る
静
岡
県
で
原
発
再

稼
働
の
是
非
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
。

20
歳
代
で
は
3
分
の
２
が
再
稼
働
を
容
認
し
て

い
る
。
失
わ
れ
た
20
年
で
苦
労
し
て
い
る
世
代

で
あ
る
。
彼
ら
の
た
め
に
も
原
発
を
再
稼
働
し
、

彼
ら
の
給
料
を
上
げ
て
い
く
べ
き
だ
。

各
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
は
強
み
と
弱
み
が
あ
り
、

安
定
供
給
、経
済
効
率
性
、環
境
性
、安
全
性
（
３

Ｅ
＋
Ｓ
）
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
現
す
る
た
め
、

多
層
化
・
多
様
化
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造

の
構
築
が
重
要
。
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